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流星観測用、紫外-可視高感度ハイビジョンカメラおよび対物分光器の開発

High sensitivity HDTV camera and objective spectrometer from UV to visible
wavelength for meteor observations.
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　しし座流星群は毎年 11月中旬に見られ、母彗星であるテンペル-タットル彗星が回帰する周期の 33年ごとに

大出現することが知られており、母彗星が 1998 年 2 月に近日点を通過した後の数年間にわたり、しし座流星群が

大出現すると予想されていた。しし座流星群は対地速度が早いことに起因して流星痕が出現する確率が高い。流星

痕とは流星が出現してからしばらくの間、流星の飛跡に沿って雲のように光る非常に希な現象であり、今まで発光

メカニズムが解明されていなかった。

　1998と1999年に得られたスペクトルデータの解析から流星物質の発光温度や流星痕の発光メカニズムを詳し

く解明するためには 370nm より短波長の紫外線領域の観測も重要であることが分かった。同様にエルブスやスプラ

イトと呼ばれる高層大気における雷や大気発光現象等の過渡現象についても紫外線観測が重要かつ有利である。

我々は NASA 航空機ミッション：Leonid MAC や人工衛星ミッション：LEO-LEO（Leonid Meteor Observer from Low

Earth Orbit、吉田等）等に搭載するために 300nm 以下の短波長まで観測できるイメージインテンシファイア（I.I.）

と HDTV カメラを組み合わせた I.I.-HDTV および I.I.と CCD ビデオカメラを組み合わせた I.I.-CCD に反射型対物

分光器やグリズム（直視透過型回折格子）を取り付けた撮像および分光システムを開発した。

　2001 年にはハワイ島マウナケア山頂、オーストラリア・マウントアイサおよび野辺山電波観測所の 3 箇所に

おいて、しし座流星群の観測を行った。2002 年には NASA 航空機ミッション（大西洋上空）の 2機およびカナリア

諸島テネリフェ島と野辺山の 2箇所において観測を行った。なお、LEO-LEO ミッションは予算および開発期間の問

題で中止になった。各地点において流星雨の映像や多くの流星本体および流星痕スペクトルデータを取得すること

ができた。得られた流星本体および流星痕のスペクトルの解析を行った結果、新たな流星物質や流星痕の発光メカ

ニズムについて多くの情報を得ることができた。

　2007 年打ち上げ予定の EUSO（Extreme Universe Space Observatory、SCARCI、清水等）に紫外線-近赤外線

カラーI.I.-HDTV を同架することを提案している。従来のカラービデオカメラに使用されている色分解プリズムは

各バンドの帯域幅を広くすることが困難である上、F/1.2 より明るいカメラレンズを用いることができない。そこ

で EUSO には 3 台のカメラにそれぞれフィルタにより色分解を行うシステムの開発を計画している。このシステム

は原色系に対して約 2倍の光量が使用できる補色系（CMY 等）フィルタや F/1.0 以上の明るいカメラレンズが使用

できる。通常の原色系や補色系以外にも流星や大気発光現象の原子輝線着目してフィルタを設計することにより、

発光温度等の必要な情報を引き出すことが可能になる。現時点において我々が提案するカラーI.I.-HDTV は肉眼で

は確認できない暗い流星や大気発光現象を色分解、時間分解観測できる究極のカメラシステムと言える。
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